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【目　的】子供のアレルギー疾患は増加傾向にあり、発育や発達あるいは学校をはじめとした社会生活への適応に大きな影響を与えている。そこで、子供のアレルギー疾患の実態を把握するため質問票調査を行い、有症率及び発症要因の検討を行った。
【方　法】調査対象：埼玉県K市内の2小学校に通学する全児童695人。調査時期：平成19年11月。
調査内容：6種類のアレルギー疾患（ぜんそく、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、花粉症、食物アレルギー）の有症状況。発症要因の検討項目として、感染症（麻疹、水痘、流行性耳下腺炎、風疹、結核）の既往歴、乳児期の栄養法、肥満、家族（父母兄弟）のアレルギー歴について調査した。調査方法：無記名式の質問票を小学校を経て対象となる全児童へ配布し、保護者に記入を依頼した。
回答者のうち、性別が未記入の者を除く661人（男339人、女322人：95.1％）を有効回答数とした。各疾患の有症率（医師の診断があり過去1年以内に症状がある者の割合）に関連する要因の検討は、χ2検定及び二項ロジスティック回帰分析を用いた。
【結果及び考察】
(1) アレルギー疾患の有症率
6種類いずれかのアレルギー疾患の有症率は27.7％であった。疾患別の有症率は、アレルギー性鼻炎が12.6％と最も高く、次いで花粉症が10.6％であった。性別では、男はアレルギー性鼻炎が14.7％と最も高く、女は花粉症が10.9％と最も高かった。
(2) アレルギー疾患に関連する要因について
感染症の既往歴：水痘が76.4％と最も高く、次いで流行性耳下腺炎43.0％、麻疹8.5％、風疹4.2％、結核0％であった。アレルギー疾患の有症率との関連について解析した結果、これらの感染症の既往歴との関連は認められなかった。
乳児期の栄養法：生後6か月までの乳児期の栄養法は、混合栄養が42.8％で最も高く、次いで母乳栄養が28.7％、人工栄養（ミルク）が27.8％であった。アレルギー性鼻炎の有症率は乳児期の栄養法により有意差が認められ、母乳が最も高かった。
肥満（ローレル指数による分類）：「やせすぎ」が3.0％、「やせぎみ」が21.8％、「標準」が53.9％、「太りぎみ」が7.9％、「太りすぎ」8.2％であった。これらを「やせすぎ・やせぎみ」、「標準」、「太りぎみ・太りすぎ」に三分類し、肥満とアレルギー疾患の有症率との関連について解析した結果、関連は認められなかった。
家族のアレルギー歴：6種類いずれかの疾患の家族歴がある者は73.8％に認められ、家族歴が無い者（26.2％）に比べて、食物アレルギーを除く5疾患の有症率が有意に高かった。また、喘息を除く5疾患については、父または母と同一の疾患がある場合、各疾患の有症率のオッズ比が最も高くなり、強い関連が認められた。
　以上より、喘息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、花粉症に関しては、「家族のアレルギー歴」、さらに、アレルギー性鼻炎では「乳児期の栄養法」が発症に関わる要因として検出された。
